
大 鉑 の 歌 

           ― 歌詞は変わっていた － 

２０１３年１月１９日 

別子銅山記念図書館 坪五利一郎 

はじめに 

 正月の仕事始めの日に角野新田町の大山積神社の境内に、清浄なる空気の中、朗々と響

く大鉑の歌を耳にする。２８３年間掘り続けられた別子銅山をたたえる歌は、銅山と共に

多くの人により唄え次がれて来た。歌詞カードでしか知らない「今の旦那さんよ 末代御

座りゃ 鉑にゃ 歩が増す 人が増す」が独特の節回しで響く。「はーりゃヨエー  ヨエ 

ヨエ ヨエ ヨー」の聞きなれない囃子言葉に、永い歴史の中で口頭伝承なので言葉が変

わったのではないかと思っていた。補陀洛
ふ だ ら く

(山)→二
ふた

荒
あら

(山)→日光
にっこう

 の変化の様に。 

 

１．これまでの大鉑の記述 

大鉑についての記述は、昭和１７年新春に一朗記とされる「大鉑」に基ずいている。 

 

平成１７年１２月１４日の神事での説明 

大鉑は正月の早朝の神事 

担ぎ扊は選抜の３０人 

金物は使わず、木は檜 

大鉑を１基、小鉑を２基つくる 

 

別子鉱山史 176 ページから 

儀式帳によれば、正月二日には大鉑が勘場に来て祝儀が振舞われる。当時大鉑は１３基

あったという。(１８世紀後半) 

 

昭和１７年記録の「大鉑」から 

 鉑とは開坑当初よりの呼称で、上鉑中鉑根戸鉑フダ鉑あるいは色彩により菜種鉑(黄銅鉱)

紫蘇鉑(斑銅鉱)とあって、開坑当時は製錬などの関係から菜種鉑以上に限られていた。明治

初年に至っては品位も７％以上とされた。古く大鉑として結束されたものは菜種鉑の類に

して、一つの巨塊に太縄を掛けたものと想像する。明治後半になって結束上これを一定の

形とした。鉱石の細工上で黄銅鉱などの富鉱のものはモロイ性質なので割れやすく、上皮

の縞状含銅硫化鉄鉱を選ぶこととなった。(昭和１７年記録の「大鉑」から) 

 

秋山忠市の「故郷東平」から 

 大鉑祭の起源について年代の記録は詳かでない。ある時期に鉱脈が途絶え重役たちが今



後の対策を協議中、高品位の富鉱帯発見の報いに一同歓喜絶頂に達し、これは山神の守護

によるものと、直ちにその鉑を採掘して大山祇神社に奉献し、氏子の安泰と銅山の繁栄を

祈願した。この歓喜を永遠に記念し、鉱山の重要行事の一つとして、心身ともに改まる年

初めの元旦に行うようになった。大鉑の歌の歌詞は、明治３０年以前に作られたとの言い

伝えがある。作詞者は不明である。この歌の節回しから、大阪の天神神社建築用材製造ま

たは運搬時に歌われた「ケヤリ節」の伝わりとの説が有力である。記録によれば、旧別子

では歓喜坑から目出度町の大山積神社にて神事を、東平では、第三から東平トンネル口に

台車で運び、一の森の大山積神社まで担ぎ上げた。端出場では、下部鉄道で山根まで輸送

し、山根大通りを練り歩いて角野新田の大山積神社に運んだ。(注：昭和１７年記録の「大

鉑」からの引用と考えられる) 

 

昭和３２年角野町役場観光課の小冊子「別子ライン」から 

 古くしてその起源は詳でないが、別子銅山のこの式典は、その昔、富鉱帯を掘り当てた

歓びにその鉱石を奉献して山祇の神徳をたたえたことが起こりとされ、以来毎年、正月元

旦に前年度中の最良質鉱を厳選して特殊の注連縄を飾り、舁棒に載せて従業員の中から選

抜された百余の名揃いの法被鉢巻姿の舁夫によって、壮厳な「大鉑の歌」の囃しと共に、

部課長等幹部多数の共奉のもとに採鉱部の安置所から庄司山山麓鎮座の大山祇神社まで舁

ぎ運ばれ、その神前に献供して、重役以下数百名列席、社業の隆昌と従業員の安泰を祈っ

て古式豊かな祈願式典を謹修する。続いて海路を四阪島製練所に送られ、正月二日に溶鉱

式が行われて別子銅山新年度の事業始めとなる式典で全国的に有名な行事である。この鉱

石の重量は２７０ｋｇ余。(昭和３２年角野町役場観光課の小冊子「別子ライン」から) 

 

芥川三平「資料・詩歌集 別子銅山」から (昭和５５年刊行の新居浜市史にも掲載) 

大鉑祭の起源・大鉑の歌の作詞時期、節回しの設定、大鉑の様式の確定時期等について

はいずれも明確でない。そこで古老の話や記録等を参照して辿る。 

大正４年以前の旧別子時代 

１月１日、大きい銅鉱石に簡単な注連飾りをしたものを橇にのせ、数十人が別子本舗の

目出度町の大山積神社まで曳き上げ、大鉑の歌を斉唱して神事を行い、別子銅山の弥栄を

祈った。その後、大鉑に使用した鉱石を敬々しく初吹きしたと想定されるが、具体的には

分らない。 

大正５年から昭和３年までの東平時代 

昭和３年まで、東平第三に採鉱事務所があり、そこから１月１日早朝、変形六角柱形に

大まかに刻み上げられた大鉑を台車に積んで、呉木マンプ前まで運搬した。そこから山の

主管者が大鉑の後方で護持し、鉱夫頭の指揮のもとに法被を着用した曳き扊５０人が一の

森の大山積神社へ曳き上げた。そこで、大鉑の歌を斉唱し、大鉑祭の神事を終えた。大鉑

はそのまま神社前に置き、参加者は東平小学校講堂に下りて来て、山の主管者を中心に鉑



祭式を行った。 

正月三ケ日中に、神社前で大鉑鉱石の小割をしたという。小割りした鉱石は、後日に他

の鉱石といっしょに四阪島製錬所に送られたようである。 

昭和４年以降の端出場時代 

採鉱事務所の東平から端出場へ名实ともに移ったのは昭和５年である。大山積神社が角

野新田町に竣工したのは昭和３年５月で、端出場事務所の執務が昭和４年１月４日なので

昭和４年の大鉑祭は執行されず、昭和５年以降の大鉑祭は端出場を基点に執行された。 

大鉑の輸送は鉄道輸送とトラック輸送の２方法があった。鉄道輸送は、昭和５年～３７

年と昭和４８年。大鉑を端出場事務所玄関前に据え、採鉱部長、歌い扊役１５人、かき扊

３０人、その他関係者が大鉑の歌を斉唱。その後、端出場駅まで運搬、貨車に積み込み、

山根駅で下車。山根大通りを練り歩き、新田橋を担いで渡り、大山積神社の社前にて奉持

する。住友在新１４社の代表が出席して神事を執行する。終ると大鉑を担いで山根駅まで

運搬する。山根駅から星越駅まで鉄道輸送。星越駅から港駅まではディーゼル機関車で運

搬。大鉑鉱石を四阪島へ送り、後日に溶鉑式(初吹き)を实施した。 

トラック輸送は昭和３８年～昭和４７年。大鉑の鉱石も簡単な原石に近いものとなり、

採鉱事務所から角野新田町の大山積神社まで立川道を運搬した。式終了後は、新田の自彊

舎付近まで担いで、そこからトラックで港まで運搬し、四阪島に送られた。 

 

元別子銅山記念館館長・加重忠利の話(平成１７年１２月１５日) 

 別子銅山記念館に展示している大鉑は、昭和４８年の最後の大鉑祭で奉納された大鉑で

ある。最後になることがわかったので、元どうりに作ろうとしたものである。新聞社では

「最後の大鉑が保存された」収まりよさにこだわったようである。 

昭和４７年までの大鉑祭では原石のままの鉱石に簡単な縄をかけただけのものを奉納し

ていた。大鉑の製作に当たる者は、事務所の一室で数ヶ月がかりで製作していたが、昭和

３８年の最初の合理化、昭和４２年の最終的な合理化によって人員が削減されて人的に余

裕がなくなったのが原因のようである。 

 別子歳時記に出てくる昔の大鉑祭は、確か昭和４０年前後だったと思うが、古い時代の

大鉑祭の様子として使用すること自体は間違いではないが、現在の形(六角型)になる前の大

鉑の原形であるとの解釈は間違いである。 

 

別子銅山記念館館長・田尾邦雄の話(平成２４年６月１５日) 

 大鉑、小鉑を作らなくなったので、住友本家の正月飾りの小鉑は、小鉑を新居浜に送っ

てもらい、新しい藁縄に巻き直して送り返している。 

 

現存の大鉑 

昭和４８年の最後の大鉑祭で奉納された大鉑は、別子銅山記念館のホールに展示されて



いる。 

別子銅山は閉山されたが、別子開坑三百年記念式典が執り行われた平成２年に製作され

た大鉑は、マイントピア別子・端出場の本館二階に展示されている。 

別子開坑二百亓十年祭が執り行われた昭和１５年の大鉑の鉱石は、角野新田町に鎮座す

る大山積神社社殿の庄司山側に台座の上に乗せられて祀られている。 

 

２．大鉑の歌は木遣り歌から 

昭和１７年の「大鉑」には次のように記述している。 

「歌の起因並びに作者等全然判然たらず、唯挙式に当たり何人かに依り奏せられた

るものなるは、現に伝ふる処にして明なり。 

   果たして歌を先にすべきか否やは、想像だに難き所たり。歌詞は別とするも、節は

木遣節に類似して、採りいれたるものの如く。一種の俚謡とも言はばさもあるべきも

所謂一片の俗謡として、一言に附するものとは、其の趣を異にするの感あり。 

 従って、音謡たる如きもの在らず。僅かに時代の歌ひ扊によりて逐次伝へ来しに他

ならず。故に細部に亘りては、或いは皆少の差異を免れず。然れども其嫋 々
じょうじょう

たる余韻

は、他に類似稀少なりとも言ふべきなり。 

 歌ひ扊は、山留(坑夫頭)中よりと定められ、山留として席を置くもの必ずや一度は、

この歌を唄ふやに、鉱山
や ま

の制度の如く伝へ来しなり。昔時は、鉱山に専属の歌ひ扊な

るものありしとの口碑もありて、一層その念を深むるあり。歌詞は、之を亓節に分ち、

歌ひ扊をして其の一節を担当せしめ。一節を割きて引きだし(主)、つけ(補)となし、

引き出しは各一名つけば、衆之に和するとある。」 

明治４５年の「別子郷土誌」の大鉑歌の項目では次のように記述している。 

「当鉱山に鉑祭と称する古式あり。新年一日、坑夫等は大なる鉱石材曳きて、山神

社に至り(この鉱石は四日至り製錬課所属の溶鉱夫等に依りて引きとらる。)その小片

を餝
かざり

藁
わら

に包みて坑夫頭等、之を携えて鉱業所(式場)に至り鉱山主の代理者たる支配人

に呈す。この歌はこの式場に於いてのみ唄えるものにして、一人音頭を唱へ、坑夫頭

の全員之に和す。歌詞は百年以上の昔に於いて作られたりと聞けども、作者、起原等

詳ならず。節廻しはもとは、大阪に於いて天神社建築用材を曳くとき唄はれたる、キ

ヤリブシの伝はりたるものとの説あり。」 

 

３．木遣り歌とは 

 木遣り歌とは、字のとおり「木を遣り渡す(運ぶ)」意味。重たい神木や土木建築の用材を

大勢で運搬する時の掛け声から生じた作業歌ある。一人の号令にあわせて、みんなが応答

の声を発して力を合わせて重いものを運搬する方法を編み出したもの。石つき、地固め、

綱起こし、船卸し、鐘曳き、火消し道具曳きなど網を曳く諸作業にも及び、転じて祭礼唄

ともなる。江戸時代に美声のとび職に伝わり、とび職の芸能として発展してきた。諏訪大



社の御柱祭では様々な場面で唄われる。伊勢木遣り唄は、御木曳きのときに唄わわれる。

祝儀などの芽出度い時にも唄われ、伊勢音頭の原型と言われる。山車の練り歌、曳き歌と

して伝えられている地方もある。 

 江戸木遣りの伝統を引き継ぐ浦和木遣保存会では、木遣師の「ヨーンヤリョ(やるよー)」。

カワ(側受)の「エエーヨー(いいよー)」の掛け声で始まる。 

明治４５年の囃子「ハーリャヨー エーーー ヨー」の後段の囃子「エーーー ヨー」

は浦和の江戸木遣りに合致する。前段も「始まるよ」の意と考えられる。 

 

４．昭和１７年の歌詞 

一．今の旦那さん 末代御座りや 鉑にや歩が増す 人が増す  

二．飲めよ大黒 歌へよ戎子 間で酌取れ 福の神 

三．明けて 芽出度い 始まる歳は 金場
か な ば

大鉑 富士の山 

四．歳の始めに はじまる月は 鉑の買い初
ぞ

め 蔵びらき 

亓．旦那さんの 盃
さかずき

 山留中
じゅう

へ 貰
もっ

て戴く 大鉑の絵  

(大鉑の会→現在の歌詞) 

   別銅山大鉑の歌(節つき)   

１．今ーの旦那ーさんーよ末代    はーりゃヨエー  ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

  エーエー末ー代いー御座ーりゃ  鉑ウーにゃヨエー ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

エーエー歩がー増すウー人ー   がー増すウ    ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

歩がー増すヨー歩がー増す    はーりゃヨエー  ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

エーエー歩がー増すーウ鉑ーに  鉑ーにゃヨエー  ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

エーエー歩がー増ーすー人ー   が増すー     ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

 

２．飲めーよ大黒ウヨー歌へよ    はーりゃヨエー  ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

  エーエー歌ーへよー戎ー子    間でヨエー    ヨエ ヨエ ヨー 

エーエー酌ー取ーれーエー福   の神ー      ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

酌ー取れーヨー酌ーウ取れ    はーりゃヨエー  ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

エーエー酌ー取れー間ーでー   間ーでヨエー   ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

エーエー酌ー取ーれエー福    のー神ー     ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

 

３．明けーて目出たーいーヨー始まる はーりゃヨエー  ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

  エーエー始じーまーるー歳ーは  金場ーヨエー   ヨエ ヨエ ヨー 

エーエー大鉑ーウー富ー士    の山ー      ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

大ー鉑ヨー大ー鉑ー       はーりゃヨエー  ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

エーエー大ー鉑ーウー金ー場   金ー場ヨエー   ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

エーエー大ー鉑ーウー富士    の山ー      ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 



４．歳ーのー始ーめーにヨー始まる  はーりゃヨエー  ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

  エーエー始ーまーるー月ーは   鉑ーのヨエー   ヨエ ヨエ ヨー 

エーエー買ーぞーめーー蔵    開ーきー     ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

買ーぞめーヨー買ーぞめ     はーりゃヨエー  ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

エーエー買初ーめー鉑ウーの   鉑ーのーヨエー  ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

エーエー買初ーめーエー蔵    開ーきー     ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

  

５．旦那さんーの盃ーいーヨー山留  はーりゃヨエー  ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

  エーエー山ー留ーエーじゅうーへ 貰ーてエー    ヨエ ヨエ ヨー 

エーエー戴ーくー大ーばー    くーの絵ー    ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

戴くうーヨー戴くーくー     はーりゃヨエー  ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

エーエー戴くウー貰うーて    貰うてーヨエー  ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

エーエー戴くウー大ーばー    くーの絵ー    ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

 

５．今唄われている歌詞(平成２５年) 

  囃子の一部分が変化している。「はーりゃヨエー」が「はーりゃエー」で「ヨ」が欠落

している。 

   別銅山大鉑の歌(節つき)   

１．今ーの旦那ーさんーよ末代    はーりゃエー  ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

  エーエー末ー代いー御座ーりゃ  鉑ーにゃエー  ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

エーエー歩がー増すウー人ー   がー増すー   ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

歩がー増すヨー歩がー増す    はーりゃエー  ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

エーエー歩がー増すーウ鉑ーに  鉑ーにゃエー  ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

エーエー歩がー増ーすー人ー   がー増すー   ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

 

２．飲めーよ大黒ウヨー歌へよ    はーりゃエー  ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

  エーエー歌ーへよー戎ー子    間でーエー   ヨエ ヨエ ヨー 

エーエー酌ー取ーれーエー福   の神ーー    ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

酌ー取れーヨー酌ーウ取れ    はーりゃエー  ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

エーエー酌ー取れー間ーでー   間でーエー   ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

エーエー酌ー取ーれエー福    の神ーー    ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

 

３．明けーて目出たーいーヨー始まる はーりゃエー  ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

  エーエー始じーまーるー歳ーは  金場ーエー   ヨエ ヨエ ヨー 

エーエー大鉑ーウー富ー士    の山ーー    ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

大ー鉑ヨー大ー鉑ー       はーりゃエー  ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 



エーエー大ー鉑ーウー金ー場   金場エー    ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

エーエー大ー鉑ーウー富士    の山ーー    ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

 

４．歳ーのー始ーめーにヨー始まる  はーりゃエー  ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

  エーエー始ーまーるー月ーは   鉑ーのエー   ヨエ ヨエ ヨー 

エーエー買ーぞーめーー蔵    開きーー     ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

買ーぞめーヨー買ーぞめ     はーりゃエー  ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

エーエー買初ーめー鉑ウーの   鉑のーエー   ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

エーエー買初ーめーエー蔵    開きーー    ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

  

５．旦那さんーの盃ーいーヨー山留  はーりゃエー  ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

  エーエー山ー留ーエーじゅうーへ 貰てエーー   ヨエ ヨエ ヨー 

エーエー戴ーくー大ーばー    くーの会ー   ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

戴くうーヨー戴くーくー     はーりゃエー  ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

エーエー戴くウー貰うーて    貰うてーエー  ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

エーエー戴くウー大ーばー    くの会ー    ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

 

６．歌詞が変わっている 

 昭和１７年の歌詞がほぼ現在まで継承されているが、歌詞の中に意味不明部分がある。

明治４５年の別子郷土誌でその意味不明部分が明らかになった。口頭伝承を文字化した時

に同音異義の言葉に置き換わっていた。 

 正月の慶賀から、３番と４番の歌詞の入れ替わりが生じていた。 

 

１．今ーの旦那さんーヨーヲー末代ー ハーリャヨー エーーー ヨー 

  エー末代イーござりヤー     鉑にヤーヨー エーーー ヨー 

エー歩がますーひーと      がーますヨー エーーー ヨー 

歩がますヨーヲー歩がます    ハーリャヨー エーーー ヨー 

エー歩がますーはくーに     鉑ニャーヨー エーーー ヨー 

エー歩がますーひーと      がーますヨー エーーー ヨー 

 

２．のめよだいこく 

うたへよえびす   あいで 

しやくとる ふく  のかみ 

 

３．としのはじめに 

はじまるつきは   かなば 



おほばく ふじ   のやま 

 

４．あけてめでたい   

  はじまるとしは   鉑の 

かいぞめ くら   びらき 

 

５．だんなのさかずき  

  やまどめしゅうへ  もろふて 

いただく 大ば   く酔
えい

      （注：山留は今の坑夫頭） 

 

２番から５番を１番に従っての「節つき」表記  明治４５年 

１．今ーの旦那さんーヨーヲー末代ー     ハーリャヨー  エーーー ヨー 

  エー末代イーござりヤー         鉑にヤーヨー  エーーー ヨー 

エー歩がますーひーと          がーますヨー  エーーー ヨー 

歩がますヨーヲー歩がます        ハーリャヨー  エーーー ヨー 

エー歩がますーはくーに         鉑ニャーヨー  エーーー ヨー 

エー歩がますーひーと          がーますヨー  エーーー ヨー 

 

２．のめーよだいこくーヨーヲーうたへよー  ハーリャヨー  エーーー ヨー 

エーうたへよーえびすー         あいでヤーヨー エーーー ヨー 

エーしゃくとるーふーく         のかみヨー   エーーー ヨー 

しゃくとるヨーヲーふくのかみ      ハーリャヨー  エーーー ヨー 

エーしゃくとるーあいーで        あいでヤーヨー エーーー ヨー 

エーしゃくとるーふーく         のかみヨー   エーーー ヨー 

 

３．としーのはじめにーヨーヲーはじまるー  ハーリャヨー  エーーー ヨー 

エーはじまるーつきはー         かなばヤーヨー エーーー ヨー 

エーおほばくーふーじ          のやまヨー   エーーー ヨー 

おおばくヨーヲーふじのやま       ハーリャヨー  エーーー ヨー 

エーおおばくーかなーば         かなばヤーヨー エーーー ヨー 

エーおほばくーふーじ          のやまヨー   エーーー ヨー 

 

４．あけーてめでたいーヨーヲーめでたいー  ハーリャヨー  エーーー ヨー   

  エーはじまるーとしはー         鉑のヤーヨー  エーーー ヨー 

エーかいぞめーくーらー         びらきヨー   エーーー ヨー 

かいぞめヨーヲーくらびらき       ハーリャヨー  エーーー ヨー 



エーかいぞめーはくーの         鉑のヤーヨー  エーーー ヨー 

エーかいぞめーくーら          びらきヨー   エーーー ヨー 

 

５．だんーなのさかずきーヨーヲーやまどめー ハーリャヨー  エーーー ヨー  

  エーやまどめーしゅうへー       もろふてヤーヨー エーーー ヨー 

エーいただくー大―ばー         く酔
えい

ヤーヨー  エーーー ヨー  

いただくヨーヲー大ばく         ハーリャヨー  エーーー ヨー 

エーいただくーもろーふて       もろふてヤーヨー エーーー ヨー 

エーいただくー大ーば          く酔
えい

ヨー    エーーー ヨー 

  

昭和１７年と明治４５年の大鉑歌の違い 

         昭和(今とほぼ同じ)          明治 

囃子 は－りゃヨエー ヨエ ヨエ ヨエ ヨー はーりゃヨー エーーー ヨー 

                       (はじめるよ) (えーよ) 

        (「始めるよ。いいよ。」の応答が分からなくなっている。) 

    ヨエー ヨエ ヨエ ヨエ ヨー   ヨー エーーー ヨー    

（ヨー エーがくっついてヨエとなる） 

３番    明けて目出たい始まる歳は      歳の始めに始まる月は 

４番    歳のはじめに始まる月は       明けて目出たい始まる歳は 

（３番４番の前段が入れ換わっている）     

５番の歌詞   山留じゅうへ             山留しゅうへ 

         (ーー中へ)              (ーー衆へ) 

        大鉑の絵               大鉑酔
えい

 

(現在の歌詞は、大鉑の会) 

（昭和３２年角野町役場観光課の小冊子「別子ライン」は、大鉑の倉） 

さいたま市指定無形文化財の木遣歌の始まりの掛け声    

木遣師「ヨーオンヤリョー」 (やるよー) 

側受
か わ

 「エエーヨー」    (いいよー) 

明治４５年の大鉑歌のお囃子 

「はーりゃヨー」   (はじめるよ) 

「エーーー ヨー」  (えーよ) 

新居浜市史と別子山村史 

〇新居浜市史(昭和５５年３月３１日刊行)は、昭和１７年式。「大鉑の絵」は、現在歌

われている「大鉑の会」。 

〇別子山村史(昭和５６年１月２５日刊行)は、明治４５年式。編集時に一番の歌詞が

欠落したようである。 



１．由来 

(1)由来 

 別子銅山には古くより、大鉑祭と称する古式ありて、毎年元旦早朝、太縄にて結束せる

鉑を鉱夫代表並びに関係職員之を奉持し、山神大山祇神社に供ふるを以て嘉例とし、今尚

伝ふる処なり。 

 粛然たる神苑麗々として、瑞気柵引く中に、明け渡る初空に嫋 々
じょうじょう

として伸びゆく歌の節、

荘厳裡にも何人か古き別子情潤を偲ばざらん。 

之が起因年代に就てはその記録詳ならざるも、口碑に伝ふる処に拠れば何時の頃にか、

鉱脈全く絶きたりとて(或いは断層の如きものありて、之を斯
か

く唱へたらんか)時の重役相寄

りて万般方策を審議しける。床に偶々の高品位の富鉱帯に掘り当てしの吉報をもたらした

り。一同の歓喜例ふるにものなく、意気頓
とん

に加わりて之即ち大神の守護し給うへる処に他

ならずと、直にその鉑を採りて山神の社前に奉献志、氏子の安泰に併せて益々銅山の繁栄

を祈願なしたり。之に端を発し、この瑞兆を永遠に記念すべく、爾来毎年元旦に於ける銅

山重要行事の一つとして伝へしとか－－－。 

 又一説に曰く。往時主要の採鉱業場(何づれも二三の銀
かね

切掘進にして、掘場
つ ぼ

と称し上部に

切り上る天五ツボ、水平には左方ダテ、右方ダテ、下方部にはサモトとあり)に、不意の落

盤ありて作業上大なる支障を生じ、殆ど操業不可能の域に窮したるところ、何人かに依り

て大鉑の歌なるもの奏ぜられるに、意外や坑夫(掘番、又は堀子と云ふ)の心機一転するも

のあり。志気前に倍して勇躍螺燈下に熱気滴水に堪えつつ刻苦奮励、さしもの難業もたち

どころに進捗為したり。 

 凡そ業を為すもの如何なる苦境に遭遇すると雖も、一面精神的には幾許
いくばく

の余融なかる可

からずと、此の処に於いてか歌を通じ、尊き試練教訓を享けるなり。 

 この歌をして難艱を突破せしめ、復旧の業亦容易なるに至る。仍
よっ

て限りなき芽出度き歌

と祝福志、直に其鉑を採りて山神に供えたり－－－とか。 

   落盤を防ぐ為、掘進距離３尺毎に底入柱を建て、矢板を敷く等なしをりしが、開坑

直後、切り上がり長兵衛なるもの落盤の為め坑道全くふさがれ幾日か坑内にありて、

尻すけの藁を歯咬みて餓を凌ぎ幾日か振りに無事救出されしが、後年斯
か

くした例なし

とせずと。(二百亓十年史) 

   前者は鉑を主とせるもの、後者は歌を主とせしも、前後共に其の信疑論ずるに足らず。

拠り処あるには非ざれど、鉑を山神に供ふるの風習は夙
つと

に聞知せる処にして、此の一事を

以て視るも、昔時何彼の縁起に因みしものならんとは、推考に難からざる処なり。 

   然れどもこの古式たるや他山に類例なきは明にして、啻
ただ

我が別子に於いてのみ斯
か

くなる

所以のものは、即ち当家事業の宏大にして、然も同一系の資本家をして、連緜
めん

其の業を継

承し来り。さる盛衰２５０年の歴史を閲するに之亦一の資料たるなり。 

   先年紀元２６００年は、恰
あたか

も我が開坑２５０年に相当し、戦時下にあれど厳粛の裡に之

が祝典挙行せられるるや。先ず第１日の行事として、大鉑奉献の式執行せられたり。儀式



は総じて元旦に於けるものに則り５月９日と云ふこの日なりしも、追憶は遠く元禄開坑の

昔に遡りて、髣髴
ほうふつ

たるの感あらしめたり。 

   斯
か

く祝典劈頭
へきとう

にしてこの古式を挙行されし事、蓋
がい

し故無きには非ざるなり。 

 

２．大鉑の歌 

 歌の起因並びに作者等全然判然たらず、唯挙式に当たり何人かに依り奏せられたるもの

なるは、現に伝ふる処にして明なり。 

 果たして歌を先にすべきか否やは、想像だに難き所たり。歌詞は別とするも、節は木遣

節に類似して、採りいれたるものの如く。一種の俚謡とも言はばさもあるべきも所謂一片

の俗謡として、一言に附するものとは、其の趣を異にするの感あり。 

 従って、音謡たる如きもの在らず。僅かに時代の歌ひ扊によりて逐次伝へ来しに他なら

ず。故に細部に亘りては、或いは皆少の差異を免れず。然れども其嫋 々
じょうじょう

たる余韻は、他に

類似稀少なりとも言ふべきなり。 

 歌ひ扊は、山留(坑夫頭)中よりと定められ、山留として席を置くもの必ずや一度は、こ

の歌を唄ふやに、鉱山
や ま

の制度の如く伝へ来しなり。昔時は、鉱山に専属の歌ひ扊なるもの

ありしとの口碑もありて、一層その念を深むるあり。歌詞は、之を亓節に分ち、歌ひ扊を

して其の一節を担当せしめ。一節を割きて引きだし(主)、つけ(補)となし、引き出しは各

一名つけば、衆之に和するとある。 

 

３．時代の変遷 

 時代詳ならざるも試みに之を大別すれば、歓東、歓喜の両間符歩、当時よりして南口、

東延に至るの別子時代（茲
ここ

に時代と称するは当時に於ける採鉱の中心点を称す。） 

 次いで、大正５年より昭和３年に至るの東平時代、昭和４年以降を以て端出場時代とす。 

 然して、現時最長者の記憶せるところを辿らば、僅かに南口、東延以降最寄りの範囲に

止むるの他なく。強いて言はば、歓東、歓喜或いは、大和間符の頃迄に及ぶも、確かな事

实を認め難く。茲
ここ

に別子時代として延ぶる処は、明治の降より大正４年に亘るの間に絶き

るものとす。 

 南口（代々坑口）は第一隧道貫通の明治１９年以降にして、暴動当時（明治４０年）は

東延に採鉱課事務所あり。 

 東延は明治２０年頃よりにして、最も全盛なりしは明治２８年頃にして従業員総数２千

有余に及びたりと大水害当時（明治３２年）は、事務所東延にあり。 

 

(1) 別子時代 

 当時別子の寒は殊に峻烈にして、酷寒零下１０度を示志、積雪３４尺にも及ぶこと屢々
しばしば

な

りこと。（別子峯越海抜４，５００尺） 

 大鉑は橇型台（別図参照）に七亓三縄を以て結束され（別に同型の小鉑弐個を作成、一



個は本家へ首席山留之を抱えて、大鉑に従う。）引き綱によりて南口乃至、東延鋪口より発

志、歌の音頭に意気揚々、寛政谷に下り、木方に登り芽出度町を経て、本鋪なる大山祇神

社に至りしなり。 

 別子の町とは称へ居たれど、狭隘峻々なる岨
そは

路なりしとは、想像に難からず。今尚、蒼

然として風化し残存せる石灯の跡を見るも推して知る可きなり。然し乍一望白雪に蔽
おお

はれ

し中に一條の引綱山腹に偲び行く状景は、あらた一幅の絵巻にも似たるならん。 

 飯場毎（坑夫交際上との取り扱い上、総じて飯場なるものに所属しており、明治４０年

頃は１７あり。）にしる志法被に身をかためたる代表の坑夫、之に扈従
こじゅう

せる山留衆（服装は

フロックコートたり。）鋪口事務所には豫て備はし神酒（酒は別子名産の銅山正宗、一名鬼

ころし。縁起を祝し４斗樽を鏡抜きし、杒つけとす。）ありて一同頂戴の上、出発するを例

とせり。引き扊は勿論美声を誇る歌ひ扊もこの神酒に一入力得たなるなるらん。 

 歌は出発より道中引き続き奏せられたるも、社前にてはなかりしと。之即ち社前にては

一定の挙式無かりし為なり。鉑を供えて一先ず解散、続いて重役以下山留衆、小鉑を奉持

し、採鉱課（元開坑課）に再び参集し、鉑祭式に移るの例なり。 

 之年中唯一の行事と志て、別子在住者の重視せし所たり。又以て銅山の気風を固持する

源泉たらしめたり。 

 

山神 

 銅山に初めて大三島の大日本総鎮守国幣大社・大山祇神社より大山祇の神を勧請し、足

谷に斎きまつりしは、元禄４年６月とありて、大正４年東平（一の森）へ遷宮するに至る

まで、爾来山神として奉り、全山の信仰をあつめ尊崇せるところなり。 

 別子の守護紳仏として文献に述べる処は、歓東、歓喜間符口に向かって右は、天照皇大

神、八幡大菩薩、不動明王。左は、春日大明神、山神大山大明神、薬師如来とあり。 

 

神酒 

 醸造所は、明治３年、小足谷に初められ、伊丹より杜氏を聘用紙たるも失敗。明治６年、

備中高造なる者を之に携へたるも敗、又償はず、之亦不成功。同１１年一時中絶後に別子

事務所中、醸造に関する一課（調度課）を設置。復活して成功。所謂銅山正宗（一名鬼こ

ろし）と称して、その名近邦に及びたり。小足谷は海抜約１５００尺に当たる地点。 

 

   服装 

 山留の服装のフロックコートたるは、当時元旦には必ず重役の新年宴会ありて、山留に

限り、全員之が招待を受けたるものなるが、其の席に列するもの服装必ずフロックコート

着用と定められたしと。後年、採鉱課の制服等制定されしが、元旦には礼服として永くこ

の服装にありたりと。 

 尚、初めて別子に於ける着衣を洋服に改めしは、明治３年１０月とは、「幽翁」に記する



ところなり。 

 芽出度町とあるは、目出度町の方を真なりと云う。 

 

(2) 東平時代 

 東平は明治３５年の末期、第三通洞開通後、逐次増大されしも別子の衰頽
すいたい

に伴ひ、大正

４年の末期、採鉱事業の中心地たるに及び、翌５年より本事業も亦東平に於いて挙行され

るに至りた里。東平は海抜２，５００尺の地点(小学校の地並)にして、別子の大寒積雪に

比すれば、遥かに凌ぎ易く、加ふるに逐次操業の進展張さるしに従ひ、諸施設並びに操業

系統にも亦画期的刷新を施され道路はもとより運搬機関に至るまで、格段の差異ありしは

言を俟
ま

たず。 

大鉑祭は、別子同様元旦早朝、第三坑口前なる採鉱課溜所に一同参集(坑夫代表は呉木、

喜三谷、一本松、柳谷の各飯場より選抜)例によりて神酒頂戴(同じく鏡抜４斗樽扊杒つき

とす)暁の白むを待ちて採鉱前電車線路を出発。大隧道(通称大マンプ)を抜け、喜三谷登り

口を過ぎ、小隧道(小マンプ)を経て、東平の地販売店(調度課)上部に至る。(歌は道中止み

なく繰り返さる)呉木マンプ東口より坂道となり、力愈々
いよいよ

加わりて社宅に通ずる道路を曲り

曲りて小学校裏門口(学校は恰度
きょうど

中萩角野の分水嶺にあり)に至る。終始登り路のみに志て、

時としては雪殆ど溶け去りし所等ありて、４、５名先発両側より雪をはね込みつ進む等、

容易成らずこの処に至りて、小憩一同汗をしぼりて愈々
いよいよ

一の森山頂に向ひしなり。 

山頂は周囲８０ｍ余なりて、東平方面に於ける一大運動場にして、祭神の境内たり。背

に由縁深き別子山嶺を負ひ、北方は展けて遥か瀬戸に面す。目を転ずれば蜿蜒
えんえん

二線、石ケ

山丈に通ずる。旧鉄道路へ(一方水路)ありて暫
しば

し佇むに玉なす汗も消失、自ずと身の緊
みしと

る

を覚ゆ。 

神前の行事は、別子同様大鉑祭なる儀式無く、拝礼後解散するを常とせり。鉑祭式は、

場所の関係上採鉱課に引き返す事容易ならず。便宜小学校講堂以て之に当たて執行せられ

たり。 

参列者は、採鉱課長を始め坑夫頭に至るの職員（当時は別に同所に於いて名刺交換会な

るものありて、関係職員会合し賀簿に記名しおれり。）とし、特に新居浜より支障無き限り

重役(時の所長)の来山を仰ぎしものなり。 

当時、本課と称ぜしは、採鉱課を指すものにして、他課は総て出張所なりき。式はもち

ろん採鉱課の主催する処なるも諸儀式は、庶務課出張所の分掌下なりしを以て、庶務係員

之が司会を担当したるものなり。 

歌ひ扊は８名に定められ、第一節より二、三、四と続き第亓節に終わりしも、出席人員

等の上からして新くなりたりと言ふ。給仕２名(屠蘇を注ぐ)は、山内各課給仕適宜選定。

銚子、その他式場設備品の大半は、別子より引き継がれ志て、接待館に保存されしが中に

も一双の屏風(現在も使用)に至りては最も珍重古色蒼然たるものにして、此の一隻は实に

式場をして古に帰せしむるの感あらしめたり。 



 

(3)端出場時代 

 第四通洞(大正４年９月貫通)経由の出鉱石漸
ようや

く頻繁となりし。昭和４年坑口前蘆谷川沿

岸に採鉱課事務所竣工志、採鉱の中枢は現在の地に転じたり。(第四通洞、海抜約５００尺) 

 曩
さき

に川口新田方面には、数十棟の鉱夫住宅新築され、同時に生子山麓（通称煙突山）に

大山祇神社の建立なりて、旧別子の祭神を遷宮し奉る(御神霊は昭和２年１０月、東平より

山根内宮社に仮遷座。昭和３年５月の春季祭典当日、現在の神社に遷宮す。)。蒼々たる松

林のうちに今尚突兀
とつごつ

として聳立
しょうりつ

する。赤煉瓦の煙突之山根製錬所(明治２３年頃より同２８

年に至る)の残骵にして、今又此の地に開坑以来の守護神を遷宮せしこと、そぞろ今昔の感

に堪へざるなり。 

 茲
ここ

に於いて新期儀式的なる現在大鉑祭式を挙行さるるに至りしなり。従って昭和４年 

の元旦は、新築直後の事務所に端出場第１回の鉑祭式が執行されし訳なり。 

 当日は、端出場すら珍しく積雪５寸余ありて、大鉑には相応しき雪日和なるも、端出場

山根間は鉄道便に寄ることとなりし哉。以て永年橇代として引き廻したる大鉑も一挙にし

て神輿の如く坑夫代表の肩に寄るの他、無きに至る。地勢上之又己むを得ざる事ならん。  

大鉑の型には、何等差異なきも担棒を設けて之に積載のこととなる。 

 

４．現在執行の大鉑祭 

(1)大鉑祭式 

 大鉑は、旧年末支柱夫１０名に依りて古式の儘
まま

に結束され、(別図参照)事務所に供え置

くものとす。 

 元旦早暁、大鉑渡御と称して事務所出発の行事なり。 

 参加者は、採鉱部長はじめ、副長、課長、技師、各係長ほか坑内関係一般職員(坑道係、

坑夫頭、扊子、工子等)並びに従業員代表(東平を含む各部落及び作業場を考慮の上選定)５

０名とし、一同参集するや溜所に於いて、例の神酒頂戴。但し、この神酒たる別子東平時

代に比せば、真に神酒たるに止む。この一事よりするも新たなる一足を踏み出したるもの

とも言ふべし。(当時代表に対する祝儀として金壱封・１円也、並びに健康扊拭一筋を給與。) 

 従業員代表は、往時を偲ぶ面影とも言ふ。その襟に交際部と記せる揃いの法被姿にて、

事務所玄関には勢揃ひ。全員大鉑を前に払暁を拝して鋭気溢るる中に歌ひ扊により、第三

歌唱はる。歌終なや歓声と共に大鉑は、差し上げられ、駅に向つて出発(事務所駅門歌なし)

用意の貨車に積載汽笛一声山根に向ふ。山根に至るや新居浜方面の職員も之に加わりて山

根出発(出発の時に歌ふ。)。一行は生子橋を経て神社前に詣ず。大鉑は、参殿正面に奉安。

(駅・生子橋間歌なし。生子橋より神社に至るまで歌ふ。)主催は鉱業会社なるも他の連系

４社之に参加し、新年大鉑祭執行委員(鉱業会社中)之が司会に当たる。 

 参列者を挙ぐれば次の如し 

  鉱業会社     専務取締役 



   同       常務取締役 

化学鉱業会社   代表 

  四国中央電力会社 代表 

  アルミ製錬会社  代表 

  機械製作会社   代表 

  銀行       代表 

  職員、従業員、在郷軍人会、軍友会、青年学校、親善会、請負人、鉱山技術員養成所、

国防婦人会の各代表 

  その他多数の参拝ありて、神前広場は充満の況を呈す。 

 開式前祭員(神官)に依りて修抜、開扉、献餅の行事ありて、吉例午前８時を以て開式。

まづ一同東方に向ひ謹しみて宮城を遥拝し奉り、修抜祭詞奏上。次いで鉱業専務取締役、

連系亓社を代表して恭しく祭文奉読、斉主(祭員列拝)玉串奉奠、各代表の玉串奉奠、一般

年頭の挨拶と式は進みて、愈々
いよいよ

大鉑の歌に移るものとす。(大鉑授與と称す) 

 歌詞は第三節並びに第四節の二節に止むるものにして、歌扊２名と定めらる歌声は、

嫋 々
じょうじょう

生子山の松林に谺
こだま

し恰
あたか

も春波洋々たる如く、遥か別子山峯にも流れゆかん。 

 之を以て荘厳裡に式終了(此の間約４０分)。各自一重の鏡餅頂戴の上、退下解散す。 

 

(2)鉑祭式 

 旧年末大鉑に先立ちて小鉑弐個作成(東平在住の支柱夫某による)一個は之を旧年中本家

に送達。他の一個は首席坑夫頭これを奉持して、大鉑に従ひ大鉑祭式に参列後、引き返志

採鉱部事務所に豫め設けたる鉑祭式場に奉安するものとする。 

 当式は別子以来の所謂鉑祭式に志て、参列者は大鉑を奉持せる採鉱部関係者(端出場に移

転以降、従業員代表５０名も参加のことと致したり)約１２０名に及ぶ。場所は採鉱課(階

上広間)にして、午前１０時前後約２０分間に亘り執行さる。事務係長、司会の下に開会(唯

今より鉑祭式始めますと告ぐ。)。給仕(甲)恭しく三宝台盃(３組)を専務並び常務の前に捧

持(専務起立して一番上の盃を、常務同じく次の盃を受け取る。)志、給仕元の位置に復す。

その時給仕(乙)は、進みてこれに屠蘇を各々３度に注ぎ元の位置に復す。甲乙の給仕は銚

子を前方に掲げ持ち、専務並び常務は盃を捧げて起立。この時徐に大鉑の歌第一節を奏す

るなり。(歌ひ扊は５名とし、東方より席次歌順に列せり。)第一歌終わるや専務並び常務

始めて乾盃(之即ち旦那さんの盃)左右へ同時に廻盃さる。(専務並びに常務着席)。以下第

二歌に移り甲乙の給仕は銚子を持ちて、それぞれ盃に従ふ。第三歌及び第四歌中(此の間約

５分)盃は一巡志て、第四歌終わる頃歌ひ扊の席に至るものとす。続いて２個の盃は首席次

席の両坑夫頭に廻され両名盃を戴き直立するや(給仕２名は屠蘇を注ぎ置き、最初の位置に

復す。)最後の第亓節は、奏せらる歌終わるを待ちて乾盃(之即ち山留めの盃)。両名盃を洗

ひて次席より専務に、首席より常務に各斜に返盃す。専務並び常務之を納盃。給仕(甲)直

に三宝を捧げて進み、専務常務の盃受け三宝を直して、元の位置に復す。(此の間約１５分)。 



 司会者(之を以て式を了りますと告ぐ。)により一同起立無事本式終了に至る。 

 斯
かく

の如く諸儀は、極めて簡単なるも古風に則り、縁起を祝するが故にか、自づと一同緊

張し、荘重を極むるものなり。 

 次で、別会場に於いて専務取締役(所長)より年頭の挨拶ありて、酒肴頂戴(折詰及び瓶詰)

一同聖寿の万歳を祝して解散するを例とせり。 

 東平以来歌ひ扊は８名なりしも、昭和１０年より５名とせり。(式場左図<下図>参照) 

 

 (附表) 大鉑渡御より鉑祭式終了に至るの進行時刻豫定及び式次第 

午前 ６時３０分 端出場採鉱部事務所集合  大鉑渡御大鉑の歌事務所玄関にて唄ふ 

６時４５分 端出場採鉱部事務所出発   

         一同大鉑捧持端出場駅に至り大鉑を貨車に積む 

６時５４分 端出場駅出発             大鉑の歌は出発のとき唄ひ 

７時１５分 山根駅 出発             駅～生子橋は歌なし 

         一同大鉑捧持神社に向かう       生子橋～神社は唄ふ 

７時４０分 新田大山祇神社着 

         大鉑を神前に供へ所定の席に着く 

８時００分 開式 一同敬礼 

          修抜(一同敬礼) 

祭詞(斉主奏上)(一同敬礼) 

専務取締役祭文(一同敬礼) 

斉主玉串奉奠祭員列拝 

玉串奉奠 専務以下各代表 

年頭挨拶 

大鉑の授與 

大鉑の歌 

一同敬礼 

一同退下 

８時４０分 開式                 大鉑の歌  

      一同大鉑捧持行列して山根駅に至る   神社～生子橋は唄ふ  

９時０５分 山根駅着               生子橋～駅は歌なし 

      一同大鉑を貨車に積む(新居浜経由四阪島に至る) 

９時１１分 山根駅出発 

９時２６分 端出場駅着 

９時３０分 端出場採鉱部事務所着 

９時４０分 鉑祭式開式  大鉑の歌 

１０時００分 鉑祭式開式閉式 



１０時０５分 別会場祝宴 専務年頭御訓示 

１０時２０分 一同解散  万歳三唱 

 

(3) 鎔鉑式 

 新田大山祇神社に於ける大鉑祭式終了後、大鉑は従業員代表によりて直ちに山根駅に運

ばれ、此の日新居浜経由四阪島に移し、１月４日早暁を期して鎔鉑式(吹き始め)と称する

島の儀式挙行さる。(式次省略) 

 製錬所溶鉱炉入座をして式場と定められ、黒白の鯨幕をめぐらせた下に神官並び製錬部

長以下列拝之亦荘重を極むるものにして、大鉑祭の延長とも言ふべきなり。 

   吹き初めに関しては「元禄１２年別子産銅年産２５０万斤を超ゆるに及び、当時満

都の耳目を聳動
しょうどう

せしも、その頃本家に於いては毎年正月５日の鰻谷なる吹所の吹き初

の日に別子より最初に廻送せる粗銅を床の間に飾りて家業の繁昌を祝し、後にはこの

粗銅と共に当主友芳君の物されし一幅を掛けて、吹き初の宴を開くを恒例とせり。」と

あり。(半世物語) 

   別子に於ける吹き初には、伊庭貞剛翁が鞴
ふいご

祭に際し山の製錬課従業員のために「吹

けよあかがね銅山の、赤きこころの燃えるまで」とあり。(幽翁) 

 

 

６．鉑の結束に就て 

  (1)鉑 

 鉑とは古く開坑当時より既に称する処にして、之を分かちて上鉑、中鉑、根戸鉑、フダ

鉑或いは色彩により菜種鉑(黄銅鉱)、紫蘇鉑(班銅鉱)とあり。 

 開坑当時は勿論製錬等の関係上、菜種鉑の類以上のものに限られ、明治初年に至るも品

位７％以上にされたりと。故に古く大鉑として結束されしものは、菜種鉑の類にして、一

つの巨塊に太縄を掛けしならんと想像さるるも、明治の後半に至りては結束上之を一定の

型となすに及び、鉱石の細工上(黄銅鉱等富化せるものは質もろく割れ易し)、上皮(縞状含

銅硫化鉄鉱)を選ぶこととなりたりと、以後小鉑も同様皮鉱を以て之に充てたりしが、年を

経るに従分逐次全面的に品位低下志、現在に於いては殆ど貧皮鉱に属する程度のものに至

りたり。 

 然し、この貧皮鉱と雖も大鉑用としての巨塊採掘は、中々容易ならず。之運搬其他の関

係よりして、坑道面最寄りの業場によるを以て、相当の日時を重ね辛ふじて之を続けいる

状態なり。 

 因に大鉑の容積並品質を示せば 

   別子時代のもの 重量約 １噸
とん

強  品位 ７％～１０％ 

東平時代のもの 重量約 １噸弱  品位 ５％～ ７％ 

現在のもの   重量約 0.8 噸弱  品位 1.5％～３％ 



(小鉑は容積(２寸×４寸×７寸、約５ 瓧
でかぐらむ

)小なるを以て大鉑に比し各時代とも品位

遥に良好なり。) 

 

(２)結束方 

大鉑及び小鉑の作成は、往時より鉱夫中比較的技量優秀なるもの(概支柱夫)をして之に

当たらしめ、結束には特に器用なるもの之を指示するものにして、尚結束方法に就いては、

一定のさだめありて、恰
あたか

も家に伝ふる秘術の如くして順次伝へ来しものなり。 

往時の事は詳ならざるも東平時代以降に於いては、藤森某、谷村某この結束方を受け伝

へ、永年之に当りしが、退山に臨み又しても松五某、佐伯某受け継ぎて現在に至りしなり。

(縄は総じて結束する鉱夫の扊によりたるも、東平時代の晩年より新居浜江口の加藤某に依

頼し、現在之を続けるものなり。) 

東延全盛の頃(２９年)、本鋪に支柱夫彦之助なる老人終業後家にありて小鉑を作りいた

るに、夜半に至るも鎚の音隣家に聞こえたりしが、完成迫りて破損せし事、度々なりと云

ひ、尚上鉱(高品なるもの)なるほど細工容易ならずと語りおりしと。 

大鉑を 飾るは鉱山の 年用意  かづを 

大鉑を 結ふ槌の音や 年の暮  一朗 

 

７．大鉑余語 

 (1)銅山正宗 

 別子全盛時代とも言ふべき東延南口繁華なりし頃は、前述せる如く本鋪、東延、木方、

小足谷、寛政谷、目出度町等山腹に渓谷に山を崩し、地を埋め、或いは張盤と称する事等

なして家屋殆ど３０００戸に及びたり。 

 尚学校、病院、接待館、調度課、果ては料理屋、雑貨商等軒を連ね、遠く世間に隔絶さ

れし別子山麓に所謂う別子
こうざん

町として自由の別天地開拓されしなり。この鉱山町にして、年

に一度の鉑祭は、如何に盛況を極めしか銅山正宗に拠る力大いなるものありしこと。 

 ２千余の従業員は、殆ど親譲りなる鉱山稼として明けては坑に入り、昏るれば自家に疲

れを憩ひ十年真に一日の如しとか、同じ仕事を繰り返す彼等に取りて月に２日のどんたく

は、如何に待たれし事か、否待つどんたくは酒にあり。即ち彼ら唯一慰安の道は「酒なく

て何の己の桜哉。」とも言ふべき時代なり。況や今年こそはと漲る力と気力を以て元旦を迎

へ、大鉑を前にせる彼等代表にして酒の要否は言を俟
ま

たざる処なり。 

 先づ何ものを他にしても酒のみは、缺
か

ぐべからず故に、神酒と雖も４斗樽鏡抜きとされ、

自由に杒呑みしたるものなるが、大鉑の捧持は彼等にとりても重視するところにして、殊

に飯場の代表として選抜された印法被の上からするも彼等自づと自重しいたるなり。 

 即ち酒樽をしめしたまでとはふかずとも、先づ荒虫を制止したる程度にして勇み立ちた

る彼等なりき。飯場毎に色扊拭の鉢巻をなし、その数２００に及び、引き延ばされし２千

余尺の大鋼に群がりて歌の音頭で出発となる。登り下りしつ積雪の中を大鉑は進めて愈々
いよいよ



別子名台の目出度町にとさしかかる。その頃目出度町には伊予屋と言へる料亭ありて、若

い人の血を踊らしめたるものなるが、その位置、神社に至る通路に当たり一行は又必ずこ

の家の前を通らざるべからず。茲
ここ

に銅山正宗活躍の好機を与へらるなり。此の処伊予屋は

毎年大鉑の一行に酒を振る舞ふ例なるを以て、流れ来る歌声に待ちかねしとばかり門なる

空地を撰びて４斗樽を投げ出し、鏡は抜きて杒つきとなしおけり。 

 四面白雪に蔽
おお

はれし中に、酒気芬々として一行を今や遅しと待ち構ふるに、斯
か

くした事

の有るや否やは一行の胸に問ふ処、ヨエヨエの歌声高くなりしと思ふ暇もあらず。歓声と

共に引きつけらる。 

 直に主人飛び出でて、祝儀の酒と勧むるに躊躇せる彼等なりしや。知る人ぞ知るとも言

ふ可く二度の勧めに根が酒好の面々、得たりとばかり杒を挙ぐ。忽
たちまち

にして４斗樽は呑み乾

さる。此処に至るや如何に自重せし彼等と雖も己を制するはおろか、山留の注意すら耳に

通ぜざる者も出ずるを常とせり。いざ出発と引き出すや歌ひ扊の山留衆、此処とばかりに

口をきり「明けて芽出度い始じまる月は」と歓声に交じり流れゆく第三歌、後方之に呼応

すと思ひきや、一段声も高らかに「木方横町
よこちょう

は箒がいらぬ」と唄ひ出す。又も之に引き続

き「お吉お綱の裾で掃く」と節は器用にも同様に唄うはれ、一に大鉑の変り歌としてこの

他「安芸の宮嶋まわれば七里」「浦は七浦七えびす」等、彼等の間で歌はれしなり。 

 斯
か

くして大鉑は愈々
いよいよ

最後の階段、神社前の坂にかかるや「頑張れ」とばかりに引き上ぐ

るもあれば「引け」とばかりに引き示すもあり。恰
あたか

も児童の綱に群がる如く。大鉑を後に

し飯場相互の綱引が展開さる。何を以て堪ふる可き積雪尺余の峻路なるを以て、鉑は忽
たちま

ち

下方に崩れ落つ。之が原因となりて「足をつめたの、扊をつめたのと」飯場対等喧嘩の花

が白雪の中に咲き開く。果ては互ひに格闘を演ずる等、紅白の鉢巻入り乱れて暫
しば

し騒然た

り。 

 漸く山留仲裁の下に、大鉑は無事社前に奉献。改めてて事務所より祝ひの神酒を振舞へ

り。同じく鏡抜きの四斗樽にして、之即ち一面仲裁酒ともなりて一同総てを清算し和気靄々
あいあい

の裡に芽出度く挙式終了解散するに至りたり。 

 斯くの如く彼等の喜怒哀楽は酒により支配さるる事甚だ多く、酒を求めて而して酒に求

めらるる銅山正宗は、純なる彼等をして種々なる芸を為さしめたり。歌となり踊りとなり、

さては喧嘩口論となり、互に格闘を演ずる等、又時としてき刀が振られ血が流る。 

 抜いた刀を修むるの役は、之亦銅山正宗なりしなり。慰安に供せられし酒が斯くした悪

化を斉し「別子の坑夫には道を避けよ。」と言はるる如く世間から忌憚さるるに至りしなり。 

 別天地に安住し、家族的なる彼等にして親睦を極めたりしは、事实なるに如何に時代の

然らしむ処とは云へ、銅山正宗と交はりしが故の悪評蓋し、この正宗を圧する者余りにも

乏しかり志を遺憾とす。                        (をはり) 

 

 

 



参考資料１－別子郷土誌(明治４５年) 

大鉑歌 

 当鉱山に「鉑祭」と称する古式あり。新年一日、坑夫等は大なる鉱石材曳きて、山神社

に至り(この鉱石は四日至り製錬課所属の溶鉱夫等に依りて引きとらる。)その小片を餝
かざり

藁
わら

に包みて坑夫頭等、之を携えて鉱業所(式場)に至り鉱山主の代理者たる支配人に呈す。こ

の歌はこの式場に於いてのみ唄えるものにして、一人音頭を唱へ、坑夫頭の全員之に和す。

歌詞は百年以上の昔に於いて作られたりと聞けども、作者、起原等詳ならず。節廻しはも

とは、大阪に於いて天神社建築用材を曳くとき唄はれたる、キヤリブシの伝はりたるもの

との説あり。 

 

１．今ーの旦那さんーヨーヲー末代ー ハーリャヨー エーーー ヨー 

  エー末代イーござりヤー     鉑にヤーヨー エーーー ヨー 

エー歩がますーひーと      がーますヨー エーーー ヨー 

歩がますヨーヲー歩がます    ハーリャヨー エーーー ヨー 

エー歩がますーはくーに     鉑ニャーヨー エーーー ヨー 

エー歩がますーひーと      がーますヨー エーーー ヨー 

 

２．のめよだいこく 

うたへよえびす   あいで 

しやくとる ふく  のかみ 

 

３．としのはじめに 

はじまるつきは   かなば 

おほばく ふじ   のやま 

 

４．あけてめでたい   

  はじまるとしは   鉑の 

かいぞめ くら   びらき 

 

５．だんなのさかずき  

  やまどめしゅうへ  もろふて 

いただく 大ば   く酔
えい

      （注：山留は今の坑夫頭） 

 

 

 

 



  別銅山大鉑の歌(節つき)  昭和１７年 

１．今ーの旦那ーさんーよ末代    はーりゃヨエー  ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

  エーエー末ー代いー御座ーりゃ  鉑ウーにゃヨエー ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

エーエー歩がー増すウー人ー   がー増すウ    ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

歩がー増すヨー歩がー増す    はーりゃヨエー  ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

エーエー歩がー増すーウ鉑ーに  鉑ーにゃヨエー  ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

エーエー歩がー増ーすー人ー   が増すー     ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

 

２．飲めーよ大黒ウヨー歌へよ    はーりゃヨエー  ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

  エーエー歌ーへよー戎ー子    間でヨエー    ヨエ ヨエ ヨー 

エーエー酌ー取ーれーエー福   の神ー      ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

酌ー取れーヨー酌ーウ取れ    はーりゃヨエー  ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

エーエー酌ー取れー間ーでー   間ーでヨエー   ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

エーエー酌ー取ーれエー福    のー神ー     ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

 

３．明けーて目出たーいーヨー始まる はーりゃヨエー  ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

  エーエー始じーまーるー歳ーは  金場ーヨエー   ヨエ ヨエ ヨー 

エーエー大鉑ーウー富ー士    の山ー      ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

大ー鉑ヨー大ー鉑ー       はーりゃヨエー  ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

エーエー大ー鉑ーウー金ー場   金ー場ヨエー   ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

エーエー大ー鉑ーウー富士    の山ー      ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

 

４．歳ーのー始ーめーにヨー始まる  はーりゃヨエー  ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

  エーエー始ーまーるー月ーは   鉑ーのヨエー   ヨエ ヨエ ヨー 

エーエー買ーぞーめーー蔵    開ーきー     ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

買ーぞめーヨー買ーぞめ     はーりゃヨエー  ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

エーエー買初ーめー鉑ウーの   鉑ーのーヨエー  ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

エーエー買初ーめーエー蔵    開ーきー     ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

  

５．旦那さんーの盃ーいーヨー山留  はーりゃヨエー  ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

  エーエー山ー留ーエーじゅうーへ 貰ーてエー    ヨエ ヨエ ヨー 

エーエー戴ーくー大ーばー    くーの絵ー    ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

戴くうーヨー戴くーくー     はーりゃヨエー  ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

エーエー戴くウー貰うーて    貰うてーヨエー  ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

エーエー戴くウー大ーばー    くーの絵ー    ヨエ ヨエ ヨエ ヨー 

 



２番から５番を１番に従っての「節つき」表記  明治４５年 

１．今ーの旦那さんーヨーヲー末代ー     ハーリャヨー  エーーー ヨー 

  エー末代イーござりヤー         鉑にヤーヨー  エーーー ヨー 

エー歩がますーひーと          がーますヨー  エーーー ヨー 

歩がますヨーヲー歩がます        ハーリャヨー  エーーー ヨー 

エー歩がますーはくーに         鉑ニャーヨー  エーーー ヨー 

エー歩がますーひーと          がーますヨー  エーーー ヨー 

 

２．のめーよだいこくーヨーヲーうたへよー  ハーリャヨー  エーーー ヨー 

エーうたへよーえびすー         あいでヤーヨー エーーー ヨー 

エーしゃくとるーふーく         のかみヨー   エーーー ヨー 

しゃくとるヨーヲーふくのかみ      ハーリャヨー  エーーー ヨー 

エーしゃくとるーあいーで        あいでヤーヨー エーーー ヨー 

エーしゃくとるーふーく         のかみヨー   エーーー ヨー 

 

３．としーのはじめにーヨーヲーはじまるー  ハーリャヨー  エーーー ヨー 

エーはじまるーつきはー         かなばヤーヨー エーーー ヨー 

エーおほばくーふーじ          のやまヨー   エーーー ヨー 

おおばくヨーヲーふじのやま       ハーリャヨー  エーーー ヨー 

エーおおばくーかなーば         かなばヤーヨー エーーー ヨー 

エーおほばくーふーじ          のやまヨー   エーーー ヨー 

 

４．あけーてめでたいーヨーヲーめでたいー  ハーリャヨー  エーーー ヨー   

  エーはじまるーとしはー         鉑のヤーヨー  エーーー ヨー 

エーかいぞめーくーらー         びらきヨー   エーーー ヨー 

かいぞめヨーヲーくらびらき       ハーリャヨー  エーーー ヨー 

エーかいぞめーはくーの         鉑のヤーヨー  エーーー ヨー 

エーかいぞめーくーら          びらきヨー   エーーー ヨー 

 

５．だんーなのさかずきーヨーヲーやまどめー ハーリャヨー  エーーー ヨー  

  エーやまどめーしゅうへー       もろふてヤーヨー エーーー ヨー 

エーいただくー大―ばー         く酔
えい

ヤーヨー  エーーー ヨー  

いただくヨーヲー大ばく         ハーリャヨー  エーーー ヨー 

エーいただくーもろーふて       もろふてヤーヨー エーーー ヨー 

エーいただくー大ーば          く酔
えい

ヨー    エーーー ヨー 

  



昭和１７年と明治４５年の大鉑歌の違い 

         昭和(今とほぼ同じ)          明治 

囃子 は－りゃヨエー ヨエ ヨエ ヨエ ヨー はーりゃヨー エーーー ヨー 

                       (はじめるよ) (えーよ) 

        (「始めるよ。いいよ。」の応答が分からなくなっている。) 

    ヨエー ヨエ ヨエ ヨエ ヨー   ヨー エーーー ヨー    

（ヨー エーがくっついてヨエとなる） 

エー ヨエ ヨエ ヨエ ヨー   ヨー エーーー ヨー 

(平成２５年に唄われているのは、最初の「ヨ」が欠落している。) 

３番    明けて目出たい始まる歳は      歳の始めに始まる月は 

４番    歳のはじめに始まる月は       明けて目出たい始まる歳は 

（３番４番の前段が入れ換わっている）     

５番の歌詞   山留じゅうへ             山留しゅうへ 

         (ーー中へ)              (ーー衆へ) 

        大鉑の絵               大鉑酔
えい

 

(現在の歌詞は、大鉑の会) 

（昭和３２年角野町役場観光課の小冊子「別子ライン」は、大鉑の倉） 

  

さいたま市指定無形文化財の木遣歌の始まりの掛け声    

木遣師「ヨーオンヤリョー」 (やるよー) 

側受
か わ

 「エエーヨー」    (いいよー) 

 

明治４５年の大鉑歌のお囃子 

「はーりゃヨー」   (はじめるよ) 

「エーーー ヨー」  (えーよ) 

 

新居浜市史と別子山村史 

〇新居浜市史(昭和５５年３月３１日刊行)は、昭和１７年式。「大鉑の絵」は、現在歌

われている「大鉑の会」。 

〇別子山村史(昭和５６年１月２５日刊行)は、明治４５年式。編集時に一番の歌詞が

欠落したようである。 

 

 


